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ど
う
し
て

こ
ん
な
立
派
な
学
校
が
建
つ
た
か

子
供
達
は
知
ら
な
い

子
供
達
は

た
だ
う
れ
し
く
て

は
し
や
い
で
い
る
だ
け
だ

そ
れ
で
い
い

そ
れ
で
い
い
ん
だ
と

親
達
は
た
だ
に
つ
こ
り
と

う
な
ず
い
て
い
る

や
が
て
は

こ
の
子
供
達
も

子
を
も
つ
親
に
な
つ
て

自
分
達
の
な
す
べ
き
こ
と
を
知
り

よ
り
立
派
な
学
校
を

自
分
達
の
汗
で
建
て
る
だ
ろ
う
と

親
達
は
た
だ
に
つ
こ
り
と

う
な
ず
い
て
い
る

写

真
説
明

一
部
鉄
節
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

に
改
築
な
つ
た
千
寿
第
三
小

学
校
(

千
住
大
川
町
)
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昭和34 年度予算のあ らまし
昭
和
三
十
四
年
度

の
予
算
(
一
般
会
計

当
初
予
算
、
同
追
加

予
算
案
や
事
業
会
計

当
初
予
算
)
が
三
月

十
七
日
に
区
議
会
第

一
回
定
例
会
で
議
決

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
予
算
の
一

般
会
計
は
、
当
初
、

追
加
あ
わ
せ
て
十
億

八
千
百
六
十
三
万
余

円
で
、
前
年
度
の
同

期
と
比
較
し
二
億
二

百
五
十
五
万
余
円
の

増
加
と
な
つ
て
い
ま

す
。
こ
の
増
額
は
、

主
と
し
て
教
育
費
が

六
三
制
整
備
計
画
に

よ
る
区
立
小
中
学
校

校
舎
増
改
築
経
費
を

年
度
当
初
に
計
上
し

た
た
め
で
す
。
そ
の

他
新
し
い
事
業
の
た

め
の
経
費
と
し
て
、

民
生
事
業
費
に
本
年

十
月
実
施
予
定
の
国

民
健
保
の
実
施
準
備

費
を
、
土
木
費
に
は

総
合
的
地
区
計
画
を

助
成
す
る
た
め
の
区

画
整
理
促
進
費
等
を

計
上
し
て
あ
り
ま

す
。

昭和34年度足立区歳入歳出予算額( 一般会計)
歳 入 歳 出

また、台風がやってきます、洪水の原因となりますから

川やドブにゴミ を捨てないで下さい
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今年 の 選 挙を 顧 みて

選
挙
ブ
ー
ム
の
今
年
は
、
年
が
明
け
る
と
共
に
、
日
を

追
つ
て
国
民
の
関
心
が
た
か
ま
り
、
特
に
四
月
は
私
達
の

身
近
か
な
地
方
選
挙
で
し
た
の
で
最
高
潮
と
な
り
ま
し

た
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
有
権

者
の
政
治
意
識
を
た
か
め
る
た

め
、
一
昨
年
よ
り
公
明
選
挙
推

進
委
員
を
中
心
に
各
地
域
で
話
し

合
い
運
動
を
強
力
に
進
め
、
昨
年

迄
に
二
百
数
十
回
に
わ
た
つ
て
活

動
し
ま
し
た
。又
地
方
選
挙
で
は

広
報
車
延
三
十
台
参
議
院
議
員
選

挙
で
は
延
十
二
台
出
動
し
棄
権
防

止
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
投
票
率
を
前
回
の
各
選
挙

と
比
べ
ま
す
と
都
議
知
事
選
挙
で

は
〇
・
七
三
六
で
〇
・
一
〇
七
、

区
議
選
は
〇
・
七
四
で
〇
・
〇
五

七
お
の
お
の
投
票
率
が
よ
く
な
つ

て
い
ま
す
。
し
か
も
都
議
・
知
事

選
の
投
票
日
は
朝
か
ら
の
降
雨
に

も
か
ゝ
わ
ら
ず
好
成
果
を
お
さ
め

ま
し
た
が
そ
の
う
ち
で
も
婦
人
票

が
非
情
に
よ
い
投
票
率
を
示
し
た

の
は
有
権
者
全
般
に
わ
た
つ
て
政

治
へ
の
関
心
が
深
ま
つ
て
き
た
こ

と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

又
参
議
院
議
員
選
挙
で
も
夕
刻
の

豪
雨
に
も
め
げ
ず
〇
・
一
〇
三
増

の
投
票
率
を
見
せ
、
民
主
政
治
に
理
解
を
深
め
つ
ゝ
、
理

想
選
挙
の
達
成
に
一
歩
々
々
前
進
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

各 投 票 区 投 票 状 況

新区議会議員

鈴 木 仲 二
宮 入 五 郎
小 林 三四郎
野 沢 冬 蔵
浜 中 隼 雄
小 川 三 郎
安 達 正 興
野 口 五郎平
冨 沢 孝 之
小 林 政 子
佐 藤 英一郎
山 田 一 郎
神 谷 豊 信
清 水 勝 政
堀 内 正
白 村 益治郎
桐 谷 道 雄
永 田 うめ志
遠 峰 富 次
丹 下 登
永 島 安 三
鐘 江 直 光
中 条 幸 男
清 水 丑 政
内 藤 寅三郎
佐 野 善次郎
藤 原 忠 志
大神田 貞 英
三 宅 政 一
田 辺 正 吾
清 水 宗 忠
藤 来 勇
笹 原 丑 蔵
竹 内 源 七
川 下 松 雄

栄 山 一 衞
大 川 正 一
日比谷竹次郎
矢 萩 三保三
浅 古 幸 蔵
小 宮 金之助
片 岡 巌
木 崎 太 平
田ケ谷 治 助
森 信 雄
江 川 長 吉
佐 野 寛
今 泉 春 栄

( 48名)

新都議会議員

加 藤 千太郎
大 山 雅 二
鯨 岡 兵 輔
上 野 藤五郎
森 敬之助

( 5 名)
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図 書 館
町
へ

進

出

千
住
と
梅
島
の

両
区
立
図
書
館
が

図
書
の
団
体
貸
出

を
始
め
ま
し
た
。

今
ま
で
図
書
館
の
本
を
読
む
に

は
直
接
区
立
図
書
館
へ
出
向
く
な

り
、
二
十
三
区
で
唯
一
の
移
動
図

書
館
「
き
ぼ
う
号
」
の
巡
回
を
待

つ
よ
り
ほ
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
利
用
者
の
範
囲
の
ぼ

う
張
に
し
た
が
い
、
よ
り
多
く
の

区
民
の
利
用
を
促
す
た
め
団
体
に

図
書
を
貸
出
し
、
一
定
期
間
内
に

そ
の
団
体
の
中
で
充
分
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
返
納
し
て
も

ら
う
「
団
体
貸
出
」
を
実
験
し
て

み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
誠
に
好
評
を

得
ま
し
た
の
で
近
く
本
格
的
に
次

の
要
領
で
貸
出
し
を
始
め
ま
す
。

対

象
　
区
内
各
青
年
会
、
婦

人
会
、
町
会
自
治
会
、

文
化
団
体
、
事
務
所
そ

の
他

貸
出
期
間
　
一
回
に
つ
き
一
月
限
り

貸
出
冊
数
　
一
団
体
一
回
三
十
冊

ま
で

貸
出
料
金
　
無

料

不
良
化
防
止
の
た
め
青
少
年
の
服
装
を
正
し
く
し
ま
し
よ
う

都
営
住
宅
に
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
へ
お
知
ら
せ

都
営
住
宅
は
、
住
宅
に
お
困
り

の
世
帯
に
対
し
て
住
宅
を
供
給
し

皆
さ
ん
の
住
宅
難
を
緩
和
す
る
た

め
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

希
望
者
に
は
、
次
の
要
領
で
使
用

申
込
を
受
付
る
こ
と
に
な
つ
て
い

ま
す
。

◇
一
般
的
要
件

イ
、
東
京
都
民
で
あ
る
こ
と

ロ
、
現
に
住
宅
に
困
つ
て
い
る

理
由
が
明
ら
か
な
こ
と

ハ
、
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と
(
婚
姻
の
予
約
成
立
者

を
含
む
)

ニ
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
こ
と

◇
個
別
的
要
件

住
宅
に
は
一
種
・
二
種
及
び
民

生
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
申
込
に

際
し
て
は
前
記
要
件
の
ほ
か
次

の
要
件
が
必
要
で
す

(
1
)
収
入
額
に
よ
る
区
分

一
世
帯
の
手
取
月
収
額
の
合
計

か
ら
扶
養
家
族
一
人
に
付
一
千

円
の
割
合
で
控
除
し
た
残
額
が

イ
、
第
一
種
住
宅
は
三
万
二
千

円
以
下
一
万
六
千
円
以
上

ロ
、
第
二
種
住
宅
は
一
万
六
千

円
以
下

ハ
、
民
生
住
宅
は
一
万
二
千
円

以
下

右
の
収
入
限
界
に
よ
つ
て
受
付

が
区
分
さ
れ
ま
す

(
2
)
住
宅
困
窮
状
況
の
申
告
に
つ
い

て第
一
種
住
宅
に
申
込
を
希
望
す

る
世
帯
主
は
予
め
こ
の
申
告
書

を
七
月
初
旬
に
区
役
所
(
建
築

課
又
は
支
所
庶
務
課
)
を
経
て

都
庁
に
提
出
し
そ
の
受
理
票
を

も
ら
つ
て
下
さ
い

(従
来
の
受
理
票
は
期
限
が
切

れ
て
失
効
し
ま
し
た
)
こ
の
受

理
票
が
な
い
と
秋
頃
公
募
す
る

第
一
種
住
宅
の
使
用
申
込
が
で

き
ま
せ
ん

尚
第
二
種
及
び
民
生
住
宅
に
は

困
窮
状
況
の
申
告
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
直
接
申
込
が
で
き

ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
願
い

国
民
健
康
保
険
実

施
準
備
調
査
の
後

で
、
異
動
が
あ
つ

た
ら
出
張
所
へ

1
0月
1
日
実
施
を
目
標
に
、
い

ろ
い
ろ
準
備
を
進
め
て
い
る
国
民

健
康
保
険
の
基
礎
調
査
が
、
皆
様

の
協
力
を
得
て
計
画
通
り
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
調

査
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

人
か
ど
う
か
、
ま
た
、
保
険
料
が

ど
の
位
に
な
る
か
が
き
め
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
調
査
の
後
で
次

の
よ
う
な
異
動
が
あ
り
ま
し
た
ら

す
ぐ
区
の
出
張
所
へ
申
告
し
て
下

さ
い
。

例
え
ば
…
…

◎
住
所
が
変
つ
た
時

◎
家
族
が
ふ
え
た
り
、
へ
つ
た
り

し
た
と
き

◎
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
又
は
脱
退
し
た
と
き

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
陸
上
、
海
上
及

び
航
空
自
衛
官
(
二
士
)
の
補
充

の
た
め
、
本
年
度
第
二
次
募
集
と

次
の
要
領
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

(
一
)
募
集
人
員

二
等
陸
士
　
約
二
、
七
〇
〇
名

二
等
海
士
　
約
　
　
三
五
〇
名

二
等
空
士
　
約
一
、
六
〇
〇
名

(
二
)
応
募
資
格

昭
和
九
年
九
月
二
日
か
ら
昭
和

十
六
年
九
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
れ
た
男
子
(
本
年
九
月
一
日

現
在
十
八
才
以
上
二
十
五
才
末

満
)
学
歴
は
中
学
校
卒
業
程
度

(
三
)
試
験

中
卒
程
度
の
学
力
筆
記
試
験
、

身
体
検
査
、
口
述
試
験

(
四
)
受
付
期
間

六
月
十
六
日
～
七
月
二
十
日

試
験
期
間

七
月
二
十
六
日
～
八
月
九
日

(
詳
細
は
区
役
所
総
務
課
(
8
8
)
〇

四
四
〇
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
)

=
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
定
期
演
奏
=

去
る
5
月
9
日
の
夕
、
産
業
振

興
館
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
レ

コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
は
降
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
各
階
と
も
満
員

と
な
り
会
場
内
の
雰
囲
気
は
音

楽
フ
ア
ン
な
ら
で
は
の
心
を
打

た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
好
評
に
応
え
、
区
立
図
書

館
を
利
用
し
て
定
期
的
に
レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
御
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
敬
老
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

東
京
都
で
は
次
に
よ
り
敬
老
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
者
は
、
民
生
委
員
か
福

祉
事
務
所
に
御
連
絡
下
さ
い
。

敬
老
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格

1
一
月
一
日
現
在
で
七
十
五
才

以
上
の
方
(
明
治
十
七
年
一

月
一
日
以
前
に
生
れ
た
方
)

2
一
月
一
日
現
在
で
都
内
に
引

き
続
き
三
年
以
上
住
ん
で
い

て
、
住
民
登
録
法
の
適
用
を

受
け
て
い
る
方
)

敬
老
年
金
の
額

一
人
　
二
千
円

敬
老
金
を
受
け
る
方
法

1
五
月
末
日
ま
で
に
民
生
委
員

か
福
祉
事
務
所
か
ら
申
出
書

の
用
紙
を
お
届
け
し
て
あ
り

ま
す
。
用
紙
の
こ
な
い
方
は

そ
の
旨
を
お
申
し
出
下
さ

い
。

2
申
出
書
は
必
要
事
項
を
記
入

の
上
四
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
民
生
委
員

か
福
祉
事
務
所
の
係
員
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
印

鑑
を
御
持
参
願
い
ま
す
。

3
敬
老
金
は
九
月
十
五
日
以
降

に
お
渡
し
し
ま
す
。

敬
老
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方

1
七
十
五
才
未
満
の
方

2
六
月
三
十
日
ま
で
に
申
出
書

を
提
出
し
な
か
つ
た
方

3
申
出
書
提
出
後
辞
退
し
た
方

4
九
月
十
五
日
以
前
に
死
亡
又

は
都
外
に
転
出
し
た
方

そ
の
他
詳
細
は

(
8
8
)
五
九
四
八
番
　
足
立
福
祉
事

務
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

カ
や
ハ
エ
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
小
さ
な
悪
魔
を
撲

滅
し
ま
し
よ
う
。

下
水
、
用
水
、
池
、
便
所
、

台
所
、
ご
み
箱
、
畜
舎
を
き

れ
い
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。


